
3イココ内蔵〔構内専用〕

7bihJ96
National

U- 一 壁掛形 
VL — 250A（3通話路） 
VL—260A（（;通沾路）

壁掛形 
VL — 250CA（3通沾路） 
VL—260CA（6通,‘A 路）

卓上形
VL—25IA（3ifli 沾路） 
VL—26IA（6通沾路）

卓上形
VL—25ICA（3通沾路） 
VL—26ICA（6通活路）

保証書別添付 取扱説明書 工事説明付ぎ
このたびは、テレホン96をお買い上げいただき、まことにありがとうございま 

した。
•この取扱説明書と保証書をよくお読みの5え、正しくお使いください。
そのあと大切に保存し、必要なときお読みください。

•保証書は必ず「お買い上げ日•販売店名」などの記入を確かめて、販売店 

からお受け取りください。
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安全上のご注意 0ずお守りくださ

お使いになる人や他の人への危害•財産への損害を未然に防止する 

ため、必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。
■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の 

程度を、次の表示で区分し、説明しています。

企警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ可 

能性が想定される」内容です。
この表示の擱は、「傷害を負ろ可能性または物的損 

害のみが発生する可能性が想定される」内容です。Zivi 思

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明してい 

ます。（下記は、絵表示の一例です。）
このような絵表示は、してはいけない「禁止」内 

容です0

△警告
■使用上について

分解•改造しない 煙が出ている、異常に熱い、

感電の原因となります。

変な臭いがする時は、事故防 

止のため使用しない
火災や感電の原因となり Nます。

分解禁止 禁止
•内部の点検や修理などは、販売店 
へご依頼ください。 ♦売店にご相談ください。
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安全上のご注意㉖ずお守りください、

△警告
■使用上について
/

異物を入れない 指定以外の別売機器や、互換 

性のない機器は接続しない

水や金属が内部にはいる 
fV1と、火災や感電の原因と
V Vなります。

火災や感電の原因となり 
ます。

禁止 禁止
ノ
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設置場所 次のような場所はさけてください
直射日光、暖房設備、ボイラーなどのた •いちじるしく！度の高い場所 
めに、と〈に温度が上昇する場所.

15
•へ-東:のように、とくに温度が低い場

〆拿
し突、アンモニア、硫黄、炭素、鼓、墨埃、 

鉄粉有害ガスなどをとくに多く発生する場 
所，

爆水や薬品S頁のかかる恐れのある場所

お手入れについて

清掃するときはスイッチ類に触らないでください,
•誤動作の原因となります。

機器は、乾いた柔らかい布でふいてください。
*汚れがひどい場合は柔らかい布に薄めた台所用洗剤をしみこませ、固く絞っ 
こからふき、乾いた布で仕上Iブてください。

お手入れに次のものは使用しないでください。
（石油•みがき粉•シンナーベンジン•ワックス•粉石けん•熱湯）

•化学ぞうきんをご使用のときは、その注意書にしたがってください。
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各部の名称と働き
VL-251CA/261CA

ローゼッ

端子板

•記名カー ドカバー送受器

•記名カー

相手先のテレホン番号と名前をK
入し5す。

•話中割込ボタ
相手先が通話中の*合にこのボタ
ンを押すとe中期込通話がでさs

•選局ボタ
他のテレホンを呼出すときに使用•

•転送ボタン 
篇邇転送、発信IIfe送するときに使

•代理応答ボタ
回ポタンを押し、次に着®番号を
押して応答します•

•会*通話するときに使用。
口ールボタ

簷信/確認LEDラ VTR、一斉放送、出®表示、

電无股儀の電源などをコント□一 •音声呼出ボタン■遇時に点灯し、遇話終了後、送
ルするときに使用。受器を掛けると消え5す。又タイ g：ポタンを押し、次に相手*号を

やルトーン、ビジトーンと共に点

灯
S5

‘、点《

5す。

し目で確Rすることかで

V L — 25〇八/26〇八/251八/261八に^0ボタン（コントロ- 
ルボタン）がありません0
掛形V L -250A/260A/250C A/260C A には准子板

ローゼツトコードはありません。
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記名カードの記入方
記名力ードはかレ内に入っていますので、 

カバ’一をはずして、他のテレホン番号と名 

前を3己入してください。

カバーのはずしかた
r マミを手前に引くとカバー止めがはず 

れて開きます。
②記8カードを却（り出して,li!人してくださ
い。

サービストーン
5つのサービストーン（こより、通沾の確S 

できます。

ダイヤルトーン 
（ダイヤル可能確ぬ1^
ダイヤル確:3茂 
（ダイヤルプッシュ確

リングトーン（呼出音）一

-*ッ-

•ピッピ

- - ►プルプル

リング/ ックトーン（呼出確J•茂）一►プルプル 
ビジートーン（活中音）- - - - - ►ツーツー

付属品

服:
It1! S

\

Vし 一250A 
VL-250CA 
Vし一 260 A 
VL-260CA

VL-251A

VL-251CA
VL-261A
VL-261CA

木ねじ 
(3.8mm X 16mni) 2 ?

小ねじ
( 4 mm X 25mm) 2 2

W番A定川
デジy トピン 1セット 1セット

コードクラ ンバ 1

コードクランパ⑴
小ねじ <3MXl2Bin> 2

•自局番号を記入
番号表 QW

• 5,star肩$こ軌違す•

相手の名前を記入

-相手のテレホン番号 
（2桁）を記入

SWM
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相互通話

（3相手を呼出しているときは、リングバッ 

クトーン（フ。ルプル）が側こえます。約 

30秒以内に応答がないときは、0:SJj的に 

呼-出しが止まりビジートーン（ツーツー） 

に変わりますのでご注,S ください。

►相手局が話中か通ぶ路が令部使われてい 
る場合は、ビジートーン（ツー、ツー＞ 

が梅］こえますので送受器を掛け、しばら 

く待ってからかけ直してください。

（4X&答がありましたらそのまま通沾してく 

ださい。

■■■■1

（2）®話する相手の番号（2桁）をダイヤル
この時、ダイヤル確,SfVしま1%

ピッ）こえます。

免\riし？Iレ

相李tr

迎誌中です/
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■信号音での呼出しのほかに、音声でも呼出しができます

1）送受器を取り上げ、ダイヤルトーン（ツー＞ 

を間き、ダイヤルロT能であることを確J 

します。
（矜倍/確認ランプが点灯）
※ビジートーン（ツーツー）力叫iつていたら

i^frCきません。（矜倍確ばランプは点 

滅）

2）選Mボタンの@ボタンを押してから、fil 
手の忝号 ＜ 2桁＞ を押し、音声て出して 

ください。（相手のテレホンには1wだ 

1出音力咽ったのち音声呼出になりま 

す＞
※道局ボタンを押すと、ダイヤル確3音（ピ 

ッピツ）力ります。
•相T-局が話-中か通活路が全部使われてい 
る堝合は、ビジートーン（ツー、ツー）

が間こえますので送受器を掛け、しばら 

く侍ってからかけ直してください。
※音声呼出しで相手が30秒以内に応答しない 

りますのでご注意ください。
ときは自制がリに呼出しはビジートーンにかわ
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呼出
■呼出された側は、リングトーン（プルブ 

ル）か音声が出ますので、送受?5をり 

上げ通ISします。
*皆声で呼ばれたり、呼出茂が姐ると同時 

に菩信/確はランフ。が点灯します。
玉応答f則が通,活中「c」ボタンを押すと通括 

が切れますのでご注,S ください。

T|*

つ。Iしつ•/し山田さ〜,

代理應答（こ
■離nたデスクのテレホン*呼出されてい 

る場合でしお卩近のテレホンから応答 

することもできます。

1）送受器を取りhげ、選し1ボタン®を押し、 
次に呼出されているテレホンの番号を押 

してf芯答してくた,さい。
M時に押俗/確逆ランフ。が点灯します。

＞通沾終（後は、送受器をii:しく掛けてく 
ださい。

譬 f ftlf 
CD 0) [D ©

@) 固） ED
0 dJ (D

0) EP (B JQ
M

最初にこのホタンを押してから.グ
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着信転送 応答側

■送受器をあげ応答したあと、本人が不在 

の場合には、行き先へ転送することがで 

きます：

発信側

1＞通話中、応界側でボタン「も（：絞い 
て転送先の尚浪＜ 2桁）をダイヤルします： 

（$云送する人はあらかじめ、発y側（こ 
先問忝を.;;li絡してください。）

♦ダイヤルが終rするとビジートーン（ツー、 
ツー）力wiこえますので送受?5を招•けて 

ください。

（2＞発信側ではt/iilしてもらうと、リングバ 

ックトーン（プルプル＞力側こえます。

転送先

受誌香5格け？d/

• fcil先が送受器を取り上げると.リング 

バックトーン＜プルプル）が止まり通話が 

て’きます。

（3）通沾が終りましたら、送受器を掛けてく 

ださい。

しし
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発信転送
I発^言側で転^をすることもできます

発信側

1湘手を呼出し、相手の応答があったら転 

送する行を伝え、そのまま侍ってもらい 

ます。

⑵発信側で、ボタン「tJ」（こ続t、て送 

先の局范 <2桁）をダイヤルします。

（3）転送先のダイヤルが終I■するとビジート 

-ン（ツー、ツー）が'!川こえますので、送 

受器を掛けてください。

転送先

ふ
—本—

:T. "1

-J J J
J J J
J ^ J /

4^ 矣_

-j j .j 
j j j 
j j j

j j j j
-—
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会議通話（ 3者間通話）

u否中、他の人を通話に加えたい場合は 

胤_、応m明いずれかが、会ぶボタ 

「光jに絞いて、第3名-のw沿をダイヤル 

します。

2涵中のテレホン（こはリングバックトー 

ン （プル プル） が側こえます，

3鮮出された第3者は送受器を取り上IfS 

答します。

ill）於初の発信者が送受器を掛けると他の 

2片にはビジートーン（ッーッー）が仙j 

こえます。

［発信者以外の人が送受21を掛11てら他|
|の2矜は通ほを続けることができます1

»^3行が約12秒以内に応答しないと、n 
制J的に呼出しが止まります。
»第3者が話中の場合にはリングバックト 

-ン（プルプル）が側こえません。
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話中割込通話
■緊急の連絡などの時、呼出す相手が通話 

中の場合でも、割込み通話ができます：

•送受器を取りヒげ、呼出す相手の番号(2 
tfr)をダイヤルします。
次に［Eの割込ボタンを押すと、通沾(こ割 

込めます。

コントロールホタン
VL-250CA/25ICA

VL-260CA/26ICA

•アグプタを接続して、V T1ぐ m
送、屯備の屯®などをリモートコ 
ントロールするとき(二使⑴します。

※通常の操作時は押さないでください。

※リモートコントロールについては各神: 

アグプタの取扱説明,1::を参照してくだ 

さい。

■信
回 □ 0 a
0 0 B
□ 0 a

0 0 0 a
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各万5ス疋方法

:1:,;[!名力ードの岌にあるw mスイッチ 

力/ぐ一の横をす旨で押える様（二してカバー 

をはずします。
局番没定スイッチ

②デジ 
さい。

トビンを1つづつ切り離してくだ

③必要なデジットピンをW番d定スイッチ 

ベース（こ神入します0 

この時ビンの向きは、h側の数？:がW范 

となりますので注意してください。
（図は17番となります）

局番技定スイッチ ^

パパーをかぶせます。カバーには方巾胙 

がありますので注意して〈ださい。
⑤カバーの上からはっきり読める数-？:が、 
このテレホンの局#となります。 

i t）悉^-が「〇」の場*ft•はデジットビンを神 

入しません。例えはT10j忝の時は、左側 

（二1のピンを入れ、右側にはピンを人れ 

ません。
※叫-局恭は2台以ヒ瓣しないでくださし

局番没定スイッチ



取付方法
•I寸(VL-250A/250CA/260A/260CA)

①記名カードの游にある本体ケースの止め 
ねじをはずして、上ケースを上方にずら 

して開け、上ケースと下ケースに分けま 

す。

②下ケースから、hケースのPBに接続し 

てある^^コネクタをはずします。

引っぱってはずす

③ 下ケースを、付城の小ねじ（または木ね 

じ）で壁に固定します。
*スイッチボックスはJIS1個用スイッチ 

ボックス（カバー付）に適合。

④ します。

付属小ねじ

（カバー付）
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卓上形の端子板の取付け (VL-25IA/251CA/261A/26ICA)

(1)1コ用スイッチボックスに取り付ける場合
① ふたを止めている2本のねじをはずしま 

す。

② 端f-板を№4の小ねじでスイッチボック 

スに取り付けます。
C 深をした後、もとどうりにふたをかぶ 
せて2本のねじで止めます。
※小形1コ⑴スイッチホ*ックス(カパ'一なし) 

には取り付けられません。

(2姓などに取り付ける場合
① ふたを止めている2本のねじをはずしま 

す。

② 端イ-板を取り付けようとする位置(二付け、 
f.mの木ねじで取り付けます。
③ 結線をした後、もとどうりにふたをかぶ 

せて2本のねじで止めます。

17



定格
形式

定格

壁掛形 卓上形
3通話路 VL - 250A, VL-250CA 3通話路 VL-25IA, VL-25ICA
6通話路 VL-260A, VL-260 6通話路 VL-26IA, VL-26ICA

電 源 VL-751またはVL-755より供給
通話方式 送受器による同時通話
通話 路 3通話路、6通活路

サービストーン

ダイヤルトーン約400Hz連続音 

ビジートーン 約400Hz断続音
ダイヤル確認&約SOOHzl絞音 

リングトーン（呼出音的740Hz 700Hz 
（12Hz変調）断技音

リングバックトーンリングトーンと同じ

呼出音置 80ホーン以上/50cm

外形寸法 高さ約88mm幅167 高さ約120m g167關奥行210關

重 量 約1.3kg 約1.3kg

設置方法 壁掛形 ヴ上形

外観色調
バニラホワ彳卜（近
ダークグレー（マン

のツー

似マンセル5Y9/1）
セルN3>
トンカラー

外観材質 プラスチック（ABS樹脂）

許容線路抵抗値

電源線（t源部〜站逹テレホン｝
ループ値20Q （系統ごと）

信号線（最遠テレホン問）ループ値100Q 
配線材科には必ずペア線を使用。
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（よくお読みください）

修理•お取り扱い•お手入れなどのご相談は…
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

転居や贈答品などでお困りの場合は…
«修理は、サービス会社•販売会社の「修理こ相談窓口Jへ/
*その他のお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ/

■保証書（電源部に添付）
必ず、お買い上げの販売店からお買いエげ日•販売店などの記入をお確かめ 

のうえ受け取り、よくお読みのあと、保存してください。
保証期間：お買い上げ日から本体1年間

I修理を依頼されるとき
電源部の電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店へご連 

絡ください。
*保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理させていただきます。
♦保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させて 

いただきます。ただし、テレホン96の補修用性能部品の最低保有期間は、 
製造打ち切り後7年です。

（注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
♦修理料金のしくみ
彦理料金は、技術料•部品代•出張料などで構成されています。
ほ卜:へ：涅およご二'.パ:の点 

検などの作業にかかる費用です。
部品代は、部品代は、修理に使用した部品および補助材料代です。
@張赴は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者を派遷する場 

合の費用です 0
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®和」メ + （おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ日 年月日 品番

販売店名
3( ) -

様
口窓

客
談相

お
ご a( ) -

松下電器産業株式会社 7A EC-3097

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒224-8539横浜市都筑区佐江戸町600番地電話（045） 932-1231（大代表）
© Matsushita Communication Industrial Co..Ltd.（松下通信工業株式会社）1997


